
（別紙３）

～ 令和8年3月20日

（対象者数） 31 （回答者数）
17

～ 令和8年3月20日

（対象者数） 11 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用者にやりたい活動を挙げてもらい、翌月のプログラム

に反映させている。

2

・自然遊びやルールのある遊びを積極的に取り入れ、楽しみ

ながら成長に繋げていく。

・遊びの中で発達に応じた目標を設定し、支援の質を高め

る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・父母の会を開催し、保護者の方が意見などを交流させる場

を設けるようにする。

2

・学童や地域団体と連携し、合同活動の機会を作るようにし

ていく。

・公園遊びや地域行事への参加を通じて、同年代の子どもた

ちと自然な交流ができるよう努める。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　みっつのき内浜

○保護者評価実施期間
令和8年2月20日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の意見を交流させる場を設けることができていな

い。

・父母の会などを開催することができておらず、保護者の方た

ちのつながりを作ることができていない。

・放課後等デイサービス以外の同年代の子どもたちと交流する

機会がほとんど設けることができていない。

・父母の会などを開催することができておらず、保護者の方た

ちのつながりを作ることができていない。学童や児童館と交流

する機会を作れていない。

・毎日異なる活動プログラムを実施し、利用者に楽しみながら

支援を行うことができるように努めている。

・過去の活動プログラムを見直し利用者の評価が高いもの、そ

うでないものを振り分け、以降の活動に反映させるようにして

いる。

・事業所外の活動(公園遊びなど)を積極的に取り入れ、利用者

の運動の機会を確保している。

・利用者の意見を取り入れ、活動プログラムの変更を行い事業

所外活動に切り替えることがある。

事業所における自己評価総括表公表


